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 １ 問題の所在 
 ２ 関連裁判例・学説 
  ⑴ 関連裁判例 
  ⑵ 関連学説 
 ３ 本決定の検討 
  ⑴ 本決定の構造 
  ⑵ 本決定を説明しうる理論的根拠 
  ⑶ 本決定の理論的正当性 
  ⑷ 本決定の意義 
 ４ 本決定の射程・関連学説の検討 
  ⑴ 物理的な促進的効果 






来ていた女性 1 名に対する強姦未遂 1 件，アロママッサージの施術を受けに来た女性 1 名
に対する強姦 1 件，同じくアロママッサージの施術を受けに来た女性 3 名に対する強制わ
いせつ 3 件の合計 5 件の事案である。 
 被告人及び弁護人は，全件について無罪である旨主張し，被害者に対する犯行態様，暴
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 第一審判決は，いずれも有罪を認定し，懲役 11 年に処するとともに，押収した本件デジ
タルビデオカセットを没収する旨言い渡した。控訴審も，第一審の判決を正当であると是
認し，被告人の控訴を棄却した。 











刑法 19 条 1 項 2 号にいう「犯罪行為の用に供した物」に該当し，これを没収することがで
きると解するのが相当である。 
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 ２ 関連裁判例・学説 
 
  ⑴ 関連裁判例 
 判例では，以下のとおり，構成要件該当行為ではない行為に使用された物であっても，
犯行供用物件に当たるとして没収を認めたものがある。 




 また，②最判平成 15 年 4 月 11 日刑集 57 巻 4 号 403 頁は，覚せい剤密輸等の犯人が犯罪
















  ⑵ 関連学説 
 「犯罪行為の用に供した物」の解釈に関する学説は，以下の 3 つに大別できる。 




（以下，この見解を「限定説」という。）。19 条 1 項 2 号の「犯罪行為」は，構成要件該当行為の
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2 團藤重光編『注釈刑法⑴ 総則 』（1964 年，有斐閣）136 頁〔藤木英雄〕。同旨，大塚仁＝河上和雄＝中
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 ３ 本決定の検討 
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 他方で，マッチの軸棒 5 本を放火罪の犯行供用物件として没収した東京高判昭和 32 年 5











                                                     
6 松尾浩也増補解題『増補 刑法沿革綜覧』（1990 年，信山社）674 頁。 
7 山口厚「わが国における没収・追徴制度の現状」町野朔＝林幹人編『現代社会における没収・追徴』（1996
年，信山社）24 頁参照。 
8 樋口亮介「没収・追徴」山口厚編『経済刑法』（2012 年・商事法務）364 頁。 
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 ４ 本決定の射程・関連学説の検討 
 
  ⑴ 物理的な促進的効果 
 本件では，心理的な促進的効果を持つように使用した物について，「犯罪行為の用に供し
た物」に当たるとの見解を示しているが，前記のとおり，幇助犯が成立する程度の関連性
                                                     
9 安田・前掲注 5）152 頁参照。 
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10 鈴木・前掲注 4）14 頁。 
